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は
じ
め
に

─
問
題
点
の
提
示

─

『
方
丈
記
』
は
、
八
千
百
八
十
字
余
り
、
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
に
換
算
し
て
二
十
枚
程
の
作
品
で
あ
る
。
成
立
は
、
跋
文
の
「
于

時
、
建
暦
ノ
二
年
弥
生
ノ
晦
日
頃
、
桑
門
ノ
蓮
胤
、
外
山
ノ
庵
ニ
シ
テ
、
是
ヲ
記
ス
。（（
（

」（
太
文
字
は
、
筆
者
に
依
る
。
以
下
同
じ
。）

に
拠
れ
ば
、
建
暦
二
年
（
一
二
一
二
）
三
月
末
日
頃
と
な
る
。
建
長
四
年
（
一
二
五
二
）
成
立
の
『
十
訓
抄
』
は
、『
方
丈
記
』
に
つ

い
て

方
丈
記
と
て
、
仮
名
に
て
書
き
置
け
る
も
の
を
見
れ
ば
、
は
じ
め
の
詞
に
、

行
く
水
の
流
れ
は
絶
え
ず
し
て
、
し
か
も
も
と
の
水
に
あ
ら
ず

と
あ
る
こ
そ
、

世
閲
人
而
為
レ
世
　
人
苒
々
行
暮

河
閲
水
而
為
レ
河
　
水
滔
々
日
度

と
い
ふ
文
を
書
け
る
よ
、
と
お
ぼ
え
て
、
い
と
あ
は
れ
な
れ
（
（
（

。

と
、
記
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、『
方
丈
記
』
冒
頭
文
の
典
拠
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、「
い
と
あ
は
れ
」
は
評
釈
と
な
ろ
う
。『
方
丈

記
』
の
作
品
研
究
は
、『
十
訓
抄
』
か
ら
始
ま
っ
た
と
言
え
よ
う
。

『
十
訓
抄
』
の
成
立
か
ら
現
在
ま
で
七
百
六
十
余
年
が
経
過
し
て
い
る
。『
方
丈
記
』
は
作
者
名
の
問
題
も
含
め
、
未
だ
に
解
釈
・
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の
名
号
を
唱
え
る
場
面
で
終
わ
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
よ
り
、
こ
こ
に
は
天
台
浄
土
教
の
思
想
の
表
出
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
序
章
に
「
其
ノ
主
ト
栖
ト
無
常
ヲ
争
フ
様
、
イ
ハ
ヾ
朝
顔
ノ
露
ニ
異
ナ
ラ
ズ
。」
と
あ
る
如
く
、
中
心
的
思
想
は
無
常
思
想

で
あ
る
と
見
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
ま
た
、『
方
丈
記
』
に
『
往
生
要
集
』
の
影
響
を
み
る
説
や
『
方
丈
記
』
の
『
維
摩
経
』
依

拠
説
も
提
出
さ
れ
て
い
る
。
更
に
、
浄
土
教
思
想
に
つ
い
て
は
、
天
台
浄
土
教
の
思
想
を
元
と
し
て
、
そ
の
上
に
法
然
義
の
思
想
の

表
出
ま
で
見
る
説
も
提
起
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
古
注
の
『
方
丈
記
抄
』
が
「
人
間
の
実
有
の
相
に
着
し
て
常
見
を
お
こ
す
を
。
諸

法
は
空
な
り
と
し
ら
せ
ん
が
為
也
（
（
（

。」
と
指
摘
す
る
如
く
、
空
の
思
想
の
表
出
を
見
る
説
も
古
く
か
ら
存
在
す
る
。
な
お
、
卑
見
で

は
、
作
者
の
有
す
る
仏
教
の
知
識
を
考
え
る
と
、『
方
丈
記
』
に
は
天
台
教
学
の
三
諦
説
が
表
出
さ
れ
て
い
る
と
見
る
。

序
章
に
表
出
す
る
仏
教
の
思
想
が
、
序
章
に
だ
け
認
め
ら
れ
る
も
の
な
の
か
、
作
品
前
半
、
更
に
は
全
体
を
通
し
て
の
も
の
な
の

か
に
つ
い
て
も
意
見
は
分
か
れ
る
。
序
章
に
表
出
さ
れ
た
思
想
が
終
章
に
も
見
ら
れ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
両
者
は
対
応
し
て
い
る
可

能
性
が
出
て
く
る
。
こ
の
対
応
が
執
筆
当
初
か
ら
の
も
の
だ
と
す
る
な
ら
ば
、『
方
丈
記
』
は
随
感
随
想
的
に
記
さ
れ
た
も
の
で
は

な
く
、
統
一
的
な
構
想
を
有
す
る
作
品
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。

思
想
の
表
出
と
い
う
点
で
言
う
な
ら
ば
、
方
丈
の
草
庵
の
生
活
の
基
盤
を
老
荘
思
想
に
求
め
る
説
も
あ
る
。
こ
の
説
を
採
る
者
は
、

作
者
を
文
人
的
隠
遁
者
と
し
、
作
品
を
随
筆
と
捉
え
る
傾
向
が
強
い
よ
う
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
諸
思
想
の
、『
方
丈
記
』
構
成
に
か
か
わ
る
実
態
を
究
明
す
る
と
い
う
課
題
が
問
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

『
方
丈
記
』
前
半
部
は
「
余
、
モ
ノ
ヽ
心
ヲ
知
レ
リ
シ
ヨ
リ
、
四
十
余
リ
ノ
春
秋
ヲ
送
レ
ル
間
ニ
、
世
ノ
不
思
議
ヲ
見
ル
事
、

ヤ
ヽ
度
々
ニ
ナ
リ
ヌ
。」
と
書
き
出
し
た
後
、
五
つ
の
災
害
記
事
が
続
く
。
安
元
の
大
火
、
治
承
の
辻
風
、
福
原
遷
都
、
養
和
の
飢

饉
、
元
暦
の
大
地
震
と
称
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
作
品
の
構
成
か
ら
見
て
、
五
つ
の
災
害
は
「
世
ノ
不
思
議
」
の
具
体
例
と
な
る
の

だ
が
、
災
害
は
「
世
ノ
不
思
議
」
の
範
疇
に
属
す
る
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。

理
解
の
相
違
を
多
々
抱
え
る
作
品
で
あ
る
。
作
者
名
は
、
跋
文
の
「
蓮
胤
」
を
重
視
す
る
な
ら
ば
法
名
で
あ
る
蓮
胤
で
あ
る
の
だ
が
、

俗
名
で
あ
る
鴨
長
明
を
使
用
す
る
研
究
者
も
多
い
。
作
者
名
の
相
違
は
、
作
者
を
仏
者
と
捉
え
る
か
否
か
と
い
う
こ
と
に
繋
が
る
。

こ
の
相
違
は
、
作
者
の
有
す
る
仏
教
の
知
識
の
多
寡
、
深
浅
の
問
題
と
関
わ
る
た
め
、
作
品
細
部
の
解
釈
に
ま
で
影
響
を
及
ぼ
す
も

の
と
考
え
る
。
作
者
名
を
蓮
胤
と
見
る
者
は
『
方
丈
記
』
を
仏
教
文
学
と
捉
え
、
鴨
長
明
と
見
る
者
は
随
筆
と
捉
え
る
傾
向
が
強
い
。

ま
た
『
方
丈
記
』
の
場
合
、
作
品
の
性
質
の
捉
え
方
の
違
い
が
、
作
者
像
の
形
成
に
も
反
映
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。『
方

丈
記
』
の
研
究
で
は
、
ま
ず
作
品
の
作
者
像
を
ど
う
見
る
か
の
問
題
が
あ
る
。

現
在
『
方
丈
記
』
研
究
は
、
広
本
系
古
本
に
分
類
さ
れ
る
大
福
光
寺
本
を
使
用
す
る
の
が
通
例
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
大
福

光
寺
本
が
現
存
す
る
最
古
の
伝
本
で
あ
り
、
最
善
本
と
見
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
広
本
系
に
対
し
て
、
前
半
部
の
五
大
災
害
の

記
事
を
欠
く
略
本
系
の
伝
本
が
三
種
類
存
在
す
る
。
略
本
を
作
者
の
手
に
成
る
も
の
と
見
る
か
否
か
と
、
三
種
類
の
伝
本
の
成
立
順

に
お
い
て
は
意
見
が
分
か
れ
て
い
る
。

大
福
光
寺
本
は
最
善
本
と
さ
れ
て
い
る
が
、
作
者
自
筆
本
と
認
め
る
根
拠
は
な
い
。
速
筆
で
書
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
よ
り
、
誤
写

が
存
在
す
る
可
能
性
は
高
い
。
特
に
、
大
福
光
寺
本
の
独
自
本
文
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

『
方
丈
記
』
と
い
う
題
名
か
ら
考
え
る
に
、
こ
れ
は
〝
方
丈
の
栖
に
つ
い
て
の
記
〟
と
い
う
側
面
を
有
す
る
作
品
と
捉
え
ら
れ
よ

う
。
事
実
、『
方
丈
記
』
後
半
に
は
方
丈
の
庵
で
の
生
活
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
よ
り
、『
方
丈
記
』
を
「
記
」
体
に
分
類
し
、

こ
の
方
面
か
ら
考
察
を
試
み
た
説
が
あ
る
。
ま
た
、
随
筆
と
い
う
面
か
ら
考
察
を
試
み
た
説
も
あ
る
。「
記
」
体
や
随
筆
と
い
う
面

か
ら
考
察
を
試
み
た
場
合
、
作
品
に
表
出
さ
れ
た
仏
教
思
想
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

『
方
丈
記
』
の
思
想
的
側
面
を
ど
う
見
る
か
の
問
題
も
、
作
品
理
解
上
の
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
草
庵
内
部
の
記
述
に
は
「
北
ニ

寄
セ
テ
障
子
ヲ
隔
テ
ヽ
阿
弥
陀
ノ
絵
像
ヲ
安
置
シ
、
傍
ニ
普
賢
ヲ
掛
キ
、
前
ニ
法
花
経
ヲ
置
ケ
リ
。」
と
あ
り
、
作
品
も
阿
弥
陀
仏
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で
な
く
、
周
囲
の
環
境
と
共
に
仏
道
修
行
の
場
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
こ
と
を
述
べ
る
た
め
に
は
、
草
庵

で
の
生
活
の
記
述
が
、
仏
教
の
教
義
に
適
合
し
て
い
る
か
否
か
を
検
証
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
ま
た
、
和
歌
・
管
絃
の
記
述
も
改
め

て
検
討
が
必
要
と
な
ろ
う
。
和
歌
を
詠
じ
管
絃
を
奏
す
る
こ
と
も
、
仏
道
修
行
の
一
環
と
み
る
思
想
と
作
者
の
草
庵
の
生
活
の
実
態

と
の
関
連
を
更
に
究
明
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

『
方
丈
記
』
終
章
の
理
解
の
仕
方
に
は
、
こ
の
作
品
の
理
解
の
た
め
の
諸
問
題
が
総
括
的
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

主
人
公
は
庵
の
生
活
を
、「
夫
、
三
界
ハ
只
心
一
ツ
ナ
リ
。」
と
い
う
言
葉
に
よ
っ
て
正
当
化
す
る
が
、
終
章
で
は
一
転
し
て
庵
の
生

活
に
反
省
を
加
え
る
。
こ
れ
は
、
庵
の
生
活
に
執
着
心
を
抱
い
た
こ
と
へ
の
懺
悔
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
終
章
は
、
主
人
公
が
仏
教

に
お
け
る
懴
法
を
修
し
て
い
る
場
面
を
記
し
た
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
か
。
最
後
に
、
主
人
公
は
阿
弥
陀
仏
の
名
号
を

唱
え
て
筆
を
擱
く
。
こ
の
念
仏
を
唱
え
た
時
、
主
人
公
の
執
着
心
は
解
消
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

「
不
請
阿
弥
陀
仏
（
不
請
の
念
仏
（
（
（

）」
は
、
作
品
中
、
最
も
難
解
な
言
葉
と
さ
れ
て
い
る
。
今
で
は
採
用
さ
れ
て
い
な
い
も
の
を
も

含
め
る
と
、
語
釈
は
十
一
種
類
に
分
類
で
き
る
。
こ
の
中
で
、
最
も
妥
当
性
の
あ
る
も
の
は
ど
れ
な
の
だ
ろ
う
か
。
文
法
の
面
か
ら

も
、
考
察
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

評
釈
に
至
っ
て
は
九
十
種
類
以
上
の
説
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
評
釈
が
多
岐
に
わ
た
る
の
は
、「
不
請
阿
弥
陀
仏
（
不
請
の
念
仏
）」

と
い
う
言
葉
が
、
他
に
用
例
を
見
出
せ
な
い
こ
と
も
理
由
の
一
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
よ
う
。
研
究
史
的
に
見
れ
ば
、
流
布
本
系
本
文

で
あ
る
「
不
請
の
念
仏
」
の
語
釈
が
、
大
福
光
寺
本
の
本
文
で
あ
る
「
不
請
阿
弥
陀
仏
」
に
通
用
さ
れ
た
こ
と
も
一
因
で
は
な
か
ろ

う
か
。
こ
の
通
用
は
、
妥
当
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

終
章
に
お
け
る
主
人
公
の
自
問
自
答
の
叙
述
の
中
で
、
自
答
相
当
部
と
「
不
請
阿
弥
陀
仏
」
と
の
関
連
の
実
態
を
ど
の
よ
う
に
見

る
の
が
至
当
で
あ
る
の
か
、
よ
り
深
く
探
求
し
て
い
き
た
い
。

父
の
死
去
か
ら
作
者
の
和
歌
が
入
集
し
た
『
千
載
集
』
の
成
立
の
間
は
、
作
者
の
不
遇
の
時
代
と
見
ら
れ
て
い
る
。
五
つ
の
災
害

は
、
総
て
こ
の
時
期
に
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
。
作
者
が
不
遇
の
時
代
よ
り
五
つ
の
災
害
を
選
出
し
た
こ
と
に
は
、
特
別
な
意
味
が

あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、「
四
大
種
ノ
中
ニ
水
・
火
・
風
ハ
常
ニ
害
ヲ
ナ
セ
ド
、
大
地
ニ
イ
タ
リ
テ
ハ
異
ナ
ル
変
ヲ
ナ
サ

ズ
。」
と
あ
る
こ
と
よ
り
、
作
者
は
災
害
の
原
因
を
仏
教
で
い
う
物
質
を
作
り
上
げ
る
元
素
で
あ
る
四
大
種
の
異
変
に
求
め
て
い
る
。

福
原
遷
都
は
、
四
大
種
の
異
変
に
は
当
て
は
ま
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
福
原
遷
都
の
記
事
は
当
初
の
構
想
に
は
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
後

に
挿
入
さ
れ
た
も
の
と
見
る
の
が
一
般
で
あ
る
。
な
ぜ
、
当
初
の
構
想
に
含
ま
れ
な
か
っ
た
福
原
遷
都
を
災
害
記
事
の
中
に
挿
入
さ

せ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
他
の
四
つ
の
災
害
は
自
然
災
害
と
い
う
要
素
を
有
し
て
い
る
が
、
人
為
を
原
因
と
す
る
福
原
遷
都
は
こ

れ
に
も
当
て
は
ま
ら
ず
、
読
み
手
は
不
自
然
な
印
象
を
抱
く
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
更
に
、
前
半
部
の
後
半
に
は
「
所
ニ
ヨ
リ
、
身

ノ
程
ニ
従
ヒ
ツ
ヽ
、
心
ヲ
悩
マ
ス
事
ハ
、
挙
ゲ
テ
不
可
計
。」
と
、
五
つ
の
災
害
記
事
と
は
異
な
る
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
。
前
半

部
に
お
け
る
前
半
と
後
半
の
内
容
は
、
ど
の
よ
う
に
関
連
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

前
半
部
の
災
害
記
事
は
、
当
時
の
日
記
類
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
る
記
述
も
あ
る
が
、
一
致
し
な
い
も
の
も
あ
る
。
一
致
し
な
い

も
の
に
つ
い
て
は
、
作
者
の
記
憶
違
い
で
は
な
く
、
虚
構
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
。
後
半
部
に
記
さ
れ
る
方
丈
の
草
庵
は
閑

寂
な
場
所
に
位
置
し
て
い
る
如
く
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
日
野
は
日
野
氏
の
本
拠
地
で
あ
り
、
日
野
山
の
麓
に
は
法
界
寺
と
い
う
大

寺
院
が
存
在
し
て
い
た
。
法
界
寺
に
は
都
か
ら
の
参
拝
者
も
多
く
、
周
囲
に
は
遁
世
者
た
ち
の
草
庵
も
存
在
し
た
よ
う
で
あ
る
。
か

く
の
如
き
日
野
の
状
況
は
、
作
品
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
も
、
虚
構
と
言
っ
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、『
方
丈
記
』

に
登
場
す
る
「
余
（
我
）」
と
い
う
人
物
は
、
作
者
そ
の
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
人
物
は
、
作
者
を
雛
型
と
し
て
創
作
さ
れ
た

作
品
主
人
公
と
見
る
べ
き
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
（
（
（

。

ま
た
、
方
丈
の
草
庵
は
、
仏
堂
の
機
能
を
有
す
る
も
の
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
草
庵
は
生
活
の
場
と
し
て
だ
け
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本
書
は
、
以
上
の
点
を
鑑
み
て
『
方
丈
記
』
の
考
察
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

注（
1
）	『
方
丈
記
』
の
引
用
は
、
大
福
光
寺
本
『
方
丈
記
』（
校
異
・
鈴
木
知
太
郎
　
一
九
五
九
年
　
武
蔵
野
書
院
）
に
拠
り
、
適
宜
、
句
読

点
、
濁
点
を
付
し
、
仮
名
を
漢
字
に
改
め
た
。

（
2
）	『
十
訓
抄
』
の
引
用
は
、『
十
訓
抄
』（
校
注
・
訳
者
・
浅
見
和
彦
　
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
十
訓
抄
』　
一
九
九
七
年
　
小
学
館
　

三
八
一
頁
）
に
拠
る
。

（
3
）	『
方
丈
記
抄
』〔
著
者
・
加
藤
磐
斎
　
一
六
六
〇
年
以
前
に
成
立
。〕
の
引
用
は
、『
長
明
方
丈
記
抄
』（
編
修
・
有
吉
保
　
加
藤
磐
斎

古
注
釈
集
成
『
長
明
方
丈
記
抄
・
徒
然
草
抄
』
一
九
八
五
年
　
新
典
社
　
一
四
頁
、
一
五
頁
）
に
拠
る
。

（
4
）	

こ
の
よ
う
な
立
場
を
採
る
者
に
、
今
成
元
昭
氏
（「
鴨
長
明

─
方
丈
記
を
中
心
に

─
」　「
中
世
文
学
」　
一
九
七
五
年
九
月
　
二

三
頁
）、
簗
瀬
一
雄
氏
（『
古
典
を
読
む
─
方
丈
記
』　
一
九
八
一
年
　
大
修
館
書
店
　
一
二
八
頁
）
な
ど
が
い
る
。

（
5
）	

流
布
本
系
本
文
。


